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【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 26日 (2004.1.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
駆 動 伝 達 手 段 は 、 駆 動 源 に 連 結 さ れ る 駆 動 伝 達 ギ ア を 有 し 、 第 位 置 で 回 転 体 に 駆 動 連 結
さ れ る 被 駆 動 伝 達 ギ ア と 前 記 駆 動 伝 達 ギ ア と を 正 規 状 態 に て 噛 合 さ せ 、 第 ２ 位 置 で 回 転 体
側 の 被 駆 動 伝 達 ギ ア と 前 記 駆 動 伝 達 ギ ア と の 噛 合 状 態 を 維 持 さ せ る も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 駆 動 伝 達 部 材 、 被 駆 動 伝 達 部 材 と し て は ギ ア に 限 ら れ る も の で は な く 、 駆 動 力 を 伝
達 し 得 る も の で あ れ ば 適 宜 選 定 し て 差 し 支 え な い が 、 確 実 な 駆 動 伝 達 性 を 確 保 す る と い う
観 点 か ら す れ ば 、 駆 動 伝 達 手 段 ３ は 、 駆 動 源 ３ ｍ に 連 結 さ れ る 駆 動 伝 達 ギ ア を 有 し 、 第
位 置 Ｐ 1で 回 転 体 ２ に 駆 動 連 結 さ れ る 被 駆 動 伝 達 ギ ア と 前 記 駆 動 伝 達 ギ ア と を 正 規 状 態 に
て 噛 合 さ せ 、 第 ２ 位 置 Ｐ 2で 回 転 体 ２ 側 の 被 駆 動 伝 達 ギ ア と 前 記 駆 動 伝 達 ギ ア と の 噛 合 状
態 を 維 持 さ せ る も の で あ れ ば よ い 。
す な わ ち 、 駆 動 伝 達 ギ ア と 被 駆 動 伝 達 ギ ア と の 噛 合 状 態 を 第 １ 位 置 Ｐ 1で 正 規 位 置 に 設 定
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し た 場 合 に は 、 第 ２ 位 置 Ｐ 2で は 、 被 駆 動 伝 達 ギ ア の 位 置 が 変 化 す る た め 、 必 然 的 に 両 ギ
ア の 噛 合 状 態 が 正 規 位 置 か ら ず れ た も の に な り 得 る 。
こ の 場 合 、 第 ２ 位 置 Ｐ 2で は 、 一 つ の 駆 動 伝 達 ギ ア と 一 つ の 被 駆 動 伝 達 ギ ア と を 例 に 挙 げ
る と 、 両 ギ ア の 歯 先 半 径 の 合 計 以 下 に ギ ア の 中 心 間 距 離 を 配 置 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に ま た 、 中 間 転 写 ベ ル ト ２ ３ ０ の 最 上 流 画 像 形 成 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ の 上 流 側 に は ベ ル ト ク
リ ー ナ ５ ３ が 配 設 さ れ て お り 、 中 間 転 写 ベ ル ト ２ ３ ０ 上 の 残 留 ト ナ ー を 除 去 す る よ う に な
っ て い る 。
ま た 、 図 示 外 の 記 録 材 供 給 カ セ ッ ト に は 記 録 材 を ピ ッ ク ア ッ プ す る フ ィ ー ド ロ ー ル （ 図 示
せ ず ） が 設 け ら れ 、 こ の フ ィ ー ド ロ ー ル の 直 後 に は 記 録 材 を 送 出 す る テ イ ク ア ウ ェ イ ロ ー
ル が 配 設 さ れ る と 共 に 、 記 録 材 搬 送 路 に は 適 宜 数 搬 送 ロ ー ル ６ １ が 配 設 さ れ る と 共 に 、
二 次 転 写 部 位 の 直 前 に 位 置 す る 記 録 材 搬 送 路 に は 記 録 材 を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 二 次 転 写 部
位 へ 供 給 す る レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン ロ ー ル （ レ ジ ス ト ロ ー ル ） ６ ２ が 配 設 さ れ て い る 。
一 方 、 二 次 転 写 部 位 の 下 流 側 に 位 置 す る 記 録 材 搬 送 路 に は 定 着 装 置 ６ ６ が 設 け ら れ 、 こ の
定 着 装 置 ６ ６ の 下 流 側 に は 記 録 材 排 出 用 の 排 出 ロ ー ル （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て お り 、 本
体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ の 上 部 に 形 成 さ れ た 収 容 ト レ イ ６ ８ に 記 録 材 が 収 容 さ れ る よ う に な っ て
い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 二 次 転 写 ユ ニ ッ ト ５ ２ に よ る 転 写 動 作 中 に 、 記 録 材 の ジ ャ ム が
生 じ た 場 合 に は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 扉 ユ ニ ッ ト ７ ０ を 開 放 す る こ と で ジ ャ
ム 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 二 次 転 写 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 扉 ユ ニ ッ ト ７ ０ と 共 に 開 放 さ れ る こ と に な る が 、 二 次
転 写 ユ ニ ッ ト ５ ２ は ユ ニ ッ ト ケ ー ス ５ ２ １ に 二 次 転 写 ロ ー ル ５ ２ ２ 及 び 清 掃 ブ ラ シ ５ ２ ３
を 組 み 込 ん だ も の で 、 リ ト ラ ク ト 機 構 ８ ０ に よ っ て 二 次 転 写 ユ ニ ッ ト ５ ２ は ユ ニ ッ ト
ケ ー ス ご と 移 動 す る こ と に な る た め 、 ユ ニ ッ ト ケ ー ス ５ ２ １ の 開 口 部 は 二 次 転 写 ロ ー ル ５
２ ２ に 合 わ せ た 寸 法 分 だ け 確 保 す れ ば よ く 、 ユ ニ ッ ト ケ ー ス ５ ２ １ と 二 次 転 写 ロ ー ル ５ ２
２ と の 間 に は 不 必 要 な 隙 間 は 存 在 し な い 。
そ れ ゆ え 、 二 次 転 写 ユ ニ ッ ト ５ ２ が 扉 ユ ニ ッ ト ７ ０ と 共 に 回 動 し た と し て も 、 ユ ニ ッ ト ケ
ー ス ５ ２ １ の 開 口 部 か ら ト ナ ー ク ラ ウ ド が 不 必 要 に 吹 き 出 さ れ る 虞 れ は 全 く な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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